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１，点検支援技術について
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ₒ ─●▬♪ꜝ▬fi 新x技術活用にあたっての受発注者の確認するプロセスを整理

発注者受注者

活用技術を協議

活用技術を承諾

性能カタログ
新技術を選ぶ際に性能確認の参考として活用

性能カタログ

確認のあった新技術の性能確認に活用

技術を活用

技術を選定

点検支援技術の活用範囲

活用目的等を明確化

業務委託の準備
業務委託

技術を確認

■技術概要

橋梁等のコンクリート構造物において、鉄筋腐食に伴い
発生 する剥離やうき（コンクリート内部の剥離ひび割れ）
を、遠望 非接触にて赤外線法により検出する技術

0

50

打音検査 非破壊検査

約2割（千円）約11万円

100 約8万円

導入前
（全て打音）

導入後
（非破壊スクリーニング＋打音）

■コスト縮減の試算例■イメージ

【非破壊検査技術活用事例】
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赤字は今回の点検方法見直しにおいて追加

• ₈ ─●▬♪ꜝ▬fi₉╛ ₈
◌♃꜡◓₉╩

• 2 6 ≢80 ╩ ◌♃꜡

◓⌐

њ ─

╩ ∆╢

ₒ ₓ

њ ♩fiⱠꜟ─

╩ ∆╢

ₒ ₓ

њ ◖fi◒ꜞכ♩─

ה⅝℮ │ↄ ╩

≢ ∆

╢

ₒ ₓ

【点検支援技術性能カタログ（８０技術）】

【近接目視を補完・代替・充実する技術の活用】

○ 国は、定期点検における近接目視を補完、代替、充実する新技術の現場導入を積極的に推進

◆定期点検要領見直しに伴う新技術活用による点検方法の効率化
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◆性能カタログ掲載技術
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２，画像計測技術（ドローン）の紹介
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◆使用したドローン（非GPS環境対応型ドローン）
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◆非GPS環境対応型ドローンの自律飛行機能及び自動ひび割れ検出機能

7

Ҝ GPS ≢╙ ⅜

橋梁点検用のドローンは、GPSに頼らないで完全自律飛行が出来る必要がある‼
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… 0.1㎜
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… 0.3㎜
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３，ドローン点検
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17m

│⁸
⅜ 17m№

╢─≢BT400◒
ꜝ☻⅜

◆点検橋梁概要
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ü ドローン点検状況

ᵑ ᵒ ᵓ

ᵔ ᵕ ᵖ
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ₒ 3D⸗♦ꜟⱦꜙכ▪כₓ

ₒ ₓ☻כ꜠♩

ₒ ◐ꜗⱪ♅ꜗכₓ

ₒ CAD ₓ

ü ドローン点検結果
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≥fiכ꜡♪⁸⌐ ─ ╩ ∆⁹

ₒ♪꜡כfi ₓ ₒ ₓ

fiכ꜡♪ ≤ ─ ≢─ ™

ᵑ♪꜡כfi ─ │⁸ ⅜ ↄ ≢
│ ∆╢꜠ⱬꜟ╕≢ ⇔≡⇔╕℮╒≥ ⁹

ᵒ♪꜡כfi─ │⁸ ─ ⌐ ═
⌂ ╩ ≢⅝╢⁹

ᵓ♪꜡כfi─ ⅜♃כ♦│ ╢─≢⁸ ⌐ ∂≡
⇔⅜ ⁹

◆ドローンと点検車による近接目視点検結果の比較
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⌐⁸3 ⇔√ ─ⱦꜙ▪כ╩ ∆⁹

◆ドローン（画像計測技術）の3次元モデル

3 ─ │⁸ ה ⱷfi♩≤⌂╢⁹ꜙ◐♪ה♃כ♦♃ⱷה♃כ♦



４，検 証

17



18

項 目 橋梁点検車点検 ド ロ ー ン点検 ロー プ ア ク セ ス

使用機械 大型橋梁点検車（BT400） 非GPS環境対応型ドローン 無

交通規制
規制車1台・標識・コーン等
交通誘導員3名

無 無

点検作業員
運転手1名、オペレーター1名、点検
者2名、安全管理者1名
計 5名

ドローン操縦者1名、GPS管理者1

名、撮影管理者1名、安全管理者1

名 計 4名

ロープアクセス主任技術者1名
ロープアクセス技術者1名
安全管理者1名 計 3名

外業作業時間

点検作業 ：16時間（2日）
計 ：2日（1.00）
β橋脚単体の場合、点検作業時間
としては、約3時間程度となる。

点検作業 ：16時間（2日）
計 ：2日（1.00）
β橋脚単体の場合、ドローンの点検
飛行時間は約1時間程度となる。

点検作業：40時間（5日）
計 ：5日（2.50）
β橋脚単体の場合、点検作業時間
としては、約3時間程度となる。

内業時間
写真整理・損傷図作成：3日
損傷図（2D）

写真整理・解析 ：4.5日
損傷図（3D）

写真整理・損傷図作成：3日
損傷図（2D）

コ ス ト

点検車 ：1,470,000

点検工 ： 150,000

交通誘導 ： 204,000

データ処理費 ： 156,000

計 1,980,000(3.9)

βBT400をリースした場合

準備工 ： 60,000

点検工 ：220,000

データ処理費 ：216,000

計 496,000(1.0)

準備工 ：150,000

点検工 ：572,000

データ処理費 ：130,000

計 852,000(1.7)

─ │⁸ 380 ┘ 880m2 ─ ╩ ∫√ ─ ≢№╢⁹
βR238 ⌐⅔↑╢ fiכ꜡♪⁸│ ⅜ ⌂ ≤⌂∫≡™╢⅜⁸ ┘ ⁸ ∆╢♪
fiכ꜡ ⌐ ╟∫≡ ⌂╢√╘⁸ ⌐ ≤│ ™ ╣⌂™⁹

ü ドローン及び官貸車点検での比較表（作業時間,金額について等）
R238 ─ ⌐⅔™≡⁸ ─ ≢№╢ ≤ fiכ꜡♪╢№≢
⌐≈™≡⁸ ╛ ⁸ ─ ╩ ℮⁹

◆ドローン点検の検証
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ü ドローンでの点検に向いている橋,向かない橋

ה ⌂
◖fi◒ꜞכ♩
ⱪ꜠♥fiⱱ꜡כ ה ⱱ꜡כ ה
β ⌂≥─ ⅜ ⌂™
βT ─ ⅜fiכ꜡♪⁸│ ⌐ ╣⌂
™√╘⁸ ↕⅜ ™♃▬ⱪ⅜

βH ⌂≥ ⅜ ™ ─

⅜ ™
β ─ │⁸ ⅜ ╡⌂ↄ⌂╢
⅜☻כ◔ ™

ʴ
ȱɱȭɨɶɆ

ɇɫɶɱǶƲ ʴǲ
Њȑ ȇǵǓ

ʺ ʤ ǓɓɧɁ
ɆǱ Ǔ ѫ

Ṣ Ǔ ǋ Ǔ ѫ

ְѼ Ƕ ǖʥѫ
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ü使用上のメリット

ה ─
│ ╣╢⅜ ─ ⅜ ⁸ ≢╙ ⌂ ≢ ⅜ ╣⌂™⁸ ⌂
⌐╟╡ ≢╙ 2 ⌂ ≢≤⌂☻☿◒▪ⱪכ꜡⁸│≢ ⅜ ╩ כ꜡♪℮⁹

fi╩ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ╩⌂ↄ∆↓≤⅜≢⅝╢⁹

ⱷꜞ♇♩ᵑ ⅜ ⌂ ≢─ ⅜ ⅎ╢⁹

ⱷꜞ♇♩ᵒ ≢─ ⅜ ⌐ ⅎ╢⁹
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ü使用上のデメリット

ה ⁸ ─
ќ ◦☻♥ⱶ⅜⌂ↄ⁸◌ⱷꜝ ≢ ╢↕╩ ∆╢⅜ ⌐ⱡ▬☼⅜ ╡└┘ ╣─ ⅜ ⁹

╩400ꜟ ◒☻ ╕≢ →╢↓≤⅜≢⅝╣┌ ⅜ ≤ ⅎ╠╣ fiכ꜡♪⁸ ╩

ה ╛ ╩ ╡ ╗ ─ ⅝ ↑─ ≢ ⅜ ≤⌂╢
ќ ─ ⅝⁸ ↕ │ ⅜ ⁹

⅛╠─ ╩ ⅝ↄ ╡⁸ ꜞ☻◒╩ ∆╢

ה ─ ⅜ ↄ⁸ ⅜ Visual SLAM
ќ ⅜ ⌂ↄ⁸ ⅜ ↄ⌂╡ ⅜≢⅝⌂™⁹
ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ╙⇔ↄ│꜠כ◙כ ≢

₃

ה ≢ ⌐ ╡ ╗ ⌐⌂╡ ╢

ה ⁸ ⅜ ™ ∆╢ ┼─ ⁸ ─ꜞ☻◒

ה ⌂ ╩ ∆╢ ─fiכ꜡♪ ⌐ ⁸ ꜞ☻◒

ה ⌐ ⁸ ⅜ ⌂ ⁸ ⌂≥
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ü結 論

ü考 察

R238 ⌐⅔™≡⁸ ⌂ ☻☿◒▪ⱪכ꜡≥ ┘ fiכ꜡♪╢№≢ ─
╩ ∫√⁹ fiכ꜡♪⁸ ⅜ ╣╢ ≤⌂∫√⁹

ₒ ₓ
─ │⁸ ⅜ ⱪ▪◒☿☻⌐⅔™≡│⁸כ꜡⁹╢⌂≥ ─ ⅜ ◒▪ⱪכ꜡⁸⅜℮

☿☻─ │ ⌐ ⅜ ⌂ fiכ꜡♪⁹╢⌂⌐ ⌐⅔™≡│⁸ │ ⌂ ╩ ╦⌂™↓≤⅛╠⁸
╙ ╣╢ ≤⌂∫√⁹

ₒ ₓ
│⁸2 PCⱳ☻♥fi T ≢ 65 ⁸ ⅜13.5 ⁸ │ ↕⅜ 16 №╢ fiכ꜡♪≢

⌐ ⇔≡™╢ ≤⌂╢⁹ ╩ ∆╢ │⁸ ↕⅜16 №╢√╘⁸ │ ─BT400╩ ∆
╢√╘ √⇔☻כꜞ╩ ⁸ ╙ ⌐ ╢ │☻☿◒▪ⱪכ꜡⁸√╕⁹√∫⌂≥ ↕╣√ ≢─
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╠ ⌐ ╣╢ ≤⌂∫√⁹

ₒ ₓ
☻☿◒▪ⱪכ꜡┘ │⁸ ╡2D─ ≤ ≢─ fiכ꜡♪⁸⅜╢⌂≥ ─ ⁸

─ ┘ ≢─ │╙∟╤╪⁸3D─ ╛♃כ♦ ─3 ⅜ ≤⌂╢↓≤
fiכ꜡♪⁸╠⅛ │⁸ ─ ⌐ ↑≡ ⌂ ≤⌂╢⁹

⅛╠⁸ ה ה ─ fiכ꜡♪⁸≡™⅔⌐ ⅜3 ╣╢ ≤⌂∫√⁹↓─
│⁸ ⇔√ ⌐ ⇔≡─ ≢№╢⅜⁸ ⇔√ ─ ⁸ ─ ≤⌂╢ ⅜ ™⁹

⁸ ╛ ⌂≥ ⌐⅔™≡│⁸ ⇔™ ⅜ ∟ ↑≡™╢ ⁸ ┘
⌐ fiכ꜡♪╢╣ │⁸ ⌂ ≤⌂╢⁹



５，点検支援技術（画像計測技術）
を用いた３次元成果品について
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◆3次元納品の今後
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